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県医労第70回定期大会

大幅増員で職場環境改善を！
パワハラに負けず、団結を強めよう！

　

県
医
労
第
70
回
定
期
大
会

が
、
６
月
20
日
・
21
日
の
両
日
、

花
巻
市
「
ホ
テ
ル
志
戸
平
」
で

開
催
さ
れ
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
め
ざ
す
運
動
方
針
、

新
役
員
体
制
な
ど
が
採
択
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
岩
手
医
労
連
、

い
わ
て
労
連
、
日
本
共
産
党
県

委
員
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
出
席

が
あ
り
、
激
励
と
連
帯
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
の
提
案
に
は
、
４

月
か
ら
専
従
役
員
と
な
っ
た
○

○
書
記
次
長
が
登
壇
。
職
場
環

境
の
改
善
に
、「
委
員
会
の
削
減
、

一
本
化
す
る
な
ど
業
務
縮
減
に

取
り
組
む
」
方
針
な
ど
を
提
案
。

討
論
で
は
、
大
会
議
長（
釜
石

支
部
・
○
○
代
議
員
、
千
厩
支

部
・
○
○
○
代
議
員
）の
好
リ
ー

ド
も
あ
り
、
参
加
し
た
ほ
ぼ
全

支
部
が
発
言
。
特
に
共
通
し
た

の
が
、働
き
に
く
い
職
場
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。「
正
規
職
員
は
大

変
な
の
で
、
パ
ー
ト
で
働
き
た

い
」「
師
長
か
ら
の
言
葉
の
パ
ワ

ハ
ラ
が
あ
る
」「
人
が
少
な
く
、

出
勤
す
る
の
が
憂
鬱
に
感
じ

る
」「
去
年
、
年
次
取
得
が
ゼ
ロ

だ
っ
た
」
な
ど
、
厳
し
い
職
場

実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
「
若
者
と
い
っ
し
ょ

に
行
動
す
れ
ば
活
路
が
開
け

る
」
と
、
支
部
で
の
活
動
も
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
は
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
、
再
任
用
職
員
等
に

関
す
る
規
約
改
正
、
決
算
・
予

算
等
が
採
択
さ
れ
、
運
動
の
先

頭
に
立
つ
新
役
員
、
２
人
の
特

別
中
執
を
選
出
。
集
団
的
自
衛

権
問
題
が
国
会
終
盤
で
の
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
会
宣
言
に
加
え
特
別
決

議
を
採
択
し
、
２
日
間
の
大
会

を
終
え
ま
し
た
。

大
会
議
長
を
つ
と
め
た
お
二
人

発言する○○代議員（南光支部）

大会には代議員、オブザーバーあわせて19支部106名が参加
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戦
争
が
で
き
る

国
づ
く
り
に
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

私たちの生活を脅かす悪法にNO！
　

最
近
の
安
倍
内
閣
の
暴
走

は
目
に
余
る
状
況
で
す
。
大
企

業
優
先
、
一
握
り
の
権
力
者
だ

け
が
得
を
す
る
国
づ
く
り
に

向
け
て
次
々
に
悪
法
を
成
立

さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
私
た

ち
が
平
和
に
安
心
し
て
働
き
、

生
活
で
き
る
国
で
は
な
く
な

り
ま
す
。
暴
走
政
治
を
止
め
、

　

戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
に

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
６
・
８
緊
急
集
会

が
、盛
岡
市
「
岩
手
教
育
会
館
」

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
体

で
４
５
０
名
（
県
医
労
か
ら
は

４
支
部
・
本
部
10
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
岩
手
弁
護

士
会
会
長
の
石
橋
乙
秀
さ
ん
が

憲
法
を
め
ぐ
る
情
勢
を
中
心

に
、
政
府
が
現
在
の
「
権
力
を

縛
り
国
民
を
守
る
憲
法
」
か
ら

戦
前
と
同
じ
よ
う
な
「
国
民
よ

り
国
家
を
優
先
す
る
憲
法
」
に

変
え
、
戦
争
で
き
る
国
に
し
よ

う
と
動
い
て
い
る
こ
と
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
説
明
。
国
民

に
本
当
に
必
要
な
憲
法
は
ど
ち

ら
な
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
運

動
し
て
い
こ
う
と
講
演
し
ま
し

た
。

　

集
会
終
了
後
、
デ
モ
行
進
を

行
い
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

国民の声を聞かない暴走政治を止めよう

6.11原発反対
署名・昼デモ行進
　毎週金曜日の夕方、有志により
盛岡市大通で原発反対のアピール
行動が行われています。この時間
帯では参加できない人達が多い、
日中にもアピールしたほうが効果
的とのことで、毎月11日の昼頃に
行うことが決定し、早速６月から
開始されました。国民世論を無視
し、「原発再稼働」を押し進めよ
うとする安倍政権と経済界にはっ
きりと「原発No！」と訴えていき
ましょう。

「
ゆ
る
す
な
！
教
育
委
員
会
制
度
改
悪
」緊
急
集
会

子
ど
も
の
未
来
を
守
ろ
う

　６月１日（日）、盛岡市「サンビル」７階
大ホールで開催され、全体で約120名（県医
労から２支部・本部８名）が参加しました。
　参加者から、「国の圧力が増していくと、
国の暴走を止めることが出来なくなってし
まう。過去の反省から教育を国から独立さ
せてきた経緯があるのに、全てを戦前に戻
そうという最悪な改革だ。子供達の未来が
心配」等の発言がありました。最後に集会

アピールを読み上
げ、満場の拍手で
採択。一丸となっ
て国の教育改悪に
立ち向かっていく
ことを確認しまし
た。集会アピールを読みあげる

○○○女性部委員

未
来
へ
希
望
の
持
て
る
国
を

目
指
す
た
め
に
様
々
な
集
会

が
開
催
さ
れ
、
今
後
も
様
々

な
団
体
・
場
所
で
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
々
の
仕
事
に

忙
殺
さ
れ
て
い
る
な
か
、
全

て
に
関
わ
る
こ
と
は
大
変
難

し
い
で
す
が
、
少
し
で
も
参

加
し
て
私
た
ち
の
思
い
を
訴

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

6.8
緊急集会
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JR山田線・大船渡線の　
　　　　 早期復旧を！
JR東日本と太田国土交通大臣へ申し入れ　

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

３
ヶ
月
余
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
・
大

船
渡
線
の
復
旧
が
見
え
な
い
問

題
で
、
沿
岸
６
市
町
村
の
代
表

を
含
め
た
27
名
が
６
月
18
日
、

Ｊ
Ｒ
本
社
と
国
土
交
通
省
を
訪

問
し
、
申
し
入
れ
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
被
災
者
本
位
の
復

興
を
求
め
る
「
東
日
本
大
震
災

津
波
救
援
・
復
興
岩
手
県
民
会

議
」
が
、
昨
年
秋
か
ら
提
起
し

全
県
で
取
り
組
ん
だ
「
復
興
県

民
署
名
」
１
６
、８
２
６
筆（
第

２
次
分
）の
提
出
と
あ
わ
せ
て

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
を

訪
問
。
対
応
は
、
申
し
入
れ
書

を
広
報
担
当
者
が
受
け
取
る
だ

け
、
写
真
を
撮
っ
て
は
い
け
な

い
、
人
数
は
５
名
ま
で
等
、
終

始
冷
た
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
宿
駅
南
口
で
宣

伝
署
名
行
動
を
実
施
。「
真
崎

ワ
カ
メ
」
と
チ
ラ
シ
の
受
け
取

り
は
良
く
、
小
雨
の
中
、
近
づ

い
て
署
名
に
応
じ
る
姿
も
み
ら

れ
、「
反
応
の
良
さ
に
励
ま
さ

れ
た
」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
太
田
国
土
交
通
大

臣
へ
署
名
の
提
出
と
と
も
に
、

要
望
書
を
手
交
し
懇
談
。「
早

急
に
話
し
合
い
が
妥
結
す
る
よ

う
努
力
し
た
い
」
と
の
言
葉
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
に
は
、宮
古
支
部
・

本
部
２
名
が
参
加
。
夕
方
、「
め

ん
こ
い
テ
レ
ビ
」
が
ト
ッ
プ

ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
し
ま
し
た
。

地域センターの役割の大事さを確認

　

働
く
労
働
者
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
ろ
う
と
、
衛
生
委
員
会

活
動
や
、
労
災
防
止
、
労
災
認

定
な
ど
を
含
め
、
交
流
・
学
習

活
動
等
を
し
て
い
る
組
織
、
そ

れ
が
、「
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
全
国
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

　

中
央（
東
京
）に
こ
う
し
た
団

体
が
あ
り
、
活
動
す
る
こ
と
は

大
事
な
こ
と
で
す
が
、
も
っ
と

身
近
な
と
こ
ろ
で
運
動
す
る
各

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩
手
県 復興県民会議と沿岸市町村代表

講師の田村昭彦氏

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
県
セ
ン
タ
ー

発
足
へ「
準
備
会
」が
学
習
会

９
月
中
旬
に
も
発
足
へ

で
も
、
20
年
以
上
前
か
ら
、
そ

の
機
運
が
あ
り
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
発
足
に
至
ら
ず
に
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
設
立
準
備
会
が
結

成
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
設
立
の
運

動
の
一
つ
と
し
て
、
６
月
４

日
、
県
民
会
館
を
会
場
に
学
習

会
が
開
催
さ
れ
43
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
の
田
村
昭
彦
氏

は
、
北
九
州
で
活
動
し
て
い
る

医
師
で
、
現
地
で
の
活
動
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
岩
手
の
セ

ン
タ
ー
結
成
へ
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、岩
手
県
セ
ン
タ
ー
は
、

９
月
中
旬
に
発
足
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
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医
療
研
究
全
国
集
会
in
東
京

全
国
か
ら
７
５
０
名
以
上
の
参
加
・
盛
況
に
開
催
！

　

２
０
１
４
国
民
平
和
大
行

進
は
原
水
爆
禁
止
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
・
震
災
被
災

者
支
援
を
訴
え
、
６
月
７
日
か

ら
15
日
ま
で
の
９
日
間
、
岩
手

県
内
を
行
進
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
入
り
し
た
県
内
は
、
時

折
強
い
雨
に
見
舞
わ
れ
、
雨
宿

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

集
会
や
原
水
爆
禁
止
の
署
名

を
行
い
な
が
ら
の
行
進
は
多

く
の
方
々
の
参
加
で
、
無
事
に

宮
城
の
実
行
委
員
会
へ
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
in
広
島
に
一
人
で
も
多
く
の

人
が
参
加
・
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

と
午
後
か
ら
は
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
８
分
科
会
で
は
障
害
児

を
取
り
巻
く
現
状
が
参
加
者

か
ら
話
さ
れ
、
制
度
の
改
善
は

年
々
進
ん
で
い
る
が
、
在
宅
で

の
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
が

増
え
て
お
り
、
在
宅
支
援
の
必

要
な
こ
と
を
「
取
り
組
む
会
」

の
活
動
を
通
し
て
伝
え
て
い

る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
○
○
○
○
○
）

　

６
月
14
日
・
15
日
第
41
回

医
療
研
究
全
国
集
会
が
テ
ィ

ア
ラ
こ
う
と
う
・
日
本
大
学

法
学
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ

県
医
労
か
ら
は
、
４
支
部
・
本

部
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
県
立
広
島
大

学
教
授
の
都
留
民
子
さ
ん
は

①
日
本
の
「
社
会
保
障
」
と

は
、
②
前
近
代
的
貧
困
と
近

代
的
貧
困
の
違
い
、
③
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
社
会
保
障
制
度
の

誕
生
と
自
由
権
か
ら
社
会
権

へ
、
④
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
闘

い
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
「
福
祉
国
家
」、
⑤
新

し
い
社
会
に
向
け
て―

国
民

生
活
の
た
め
の
社
会
保
障
制

度
の
創
造
を―

等
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
が
、
日
仏
の
失
業
・
貧

困
と
社
会
保
障
研
究
と
い
う

こ
と
も
あ
り
「
賃
金
を
上
げ
る

運
動
だ
け
し
て
い
て
も
不
平

等
や
貧
困
は
な
く
な
ら
な
い
」

「
社
会
保
障
と
し
て
全
て
の
人

に
再
分
配
す
る
必
要
が
あ
る
」

「
働
く
だ
け
で
な
く
、
余
暇
を

楽
し
む
時
間
を
作
る
こ
と
で

考
え
る
時
間
が
で
き
、『
お
か

し
い
こ
と
』
を
『
お
か
し
い
』

と
言
え
る
よ
う
に
な
る
事
が

大
事
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
18
の
分
科
会

2014
国民平和大行進
集会やデモ行進、署名で
核兵器なくそうをアピール

花巻で行進に参加してくれた小学生

講演する都留民子さん

北海道～東京を通し行進する山口逸郎さん、82歳（中央）

原発ゼロ！

岩手を歩
く

第41回

医
療
政
策
と
看
護
労
働
の

分
科
会
の
担
当
者
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日
本
医
労
連
は
、
５
月
11
日

〜
17
日
、
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン

等
と
と
も
に
総
勢
34
名
の
視
察

団（ 

う
ち
日
本
医
労
連
18
名
、

岩
手
医
労
連
か
ら
は
五
十
嵐
久

美
子
書
記
長
と
県
医
労
か
ら
○

○
○
○
中
執
が
参
加
）で
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ（
国
際
労
働
機
関
）、
Ｉ
Ｃ
Ｎ

（ 
国
際
看
護
師
協
会
）、
Ｃ
Ｇ
Ｔ（ 

フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟
）を
訪
問

し
ま
し
た
。
事
前
に
、
日
本
医

労
連
か
ら
英
訳
し
た
２
０
１
３ 

年
看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査

（
概
要
）等
で
日
本
の
看
護
実
態

に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
看

護
現
場
の
状
況
を
訴
え
ま
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
は
、
マ
リ
ア
・
ア
ン
ド

レ
労
働
者
活
動
局
長
は
じ
め
労

働
者
活
動
局
、
看
護
職
員
条
約
、

夜
業
条
約
、
雇
用
政
策
、
な
ど

の
担
当
部
局
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

看
護
職
員
条
約（
１
４
９
号
）

の
担
当
で
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

ヴ
ィ
ス
コ
ー
氏（
部
門
別
活
動

局
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
担
当
）は
、「
激

務
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
看
護
職
員
に
対
し
て

敬
意
を
表
す
る
」
と
挨
拶
し
、

「
日
本
医
労
連
の
労
働
実
態
調
査

は
貴
重
な
情
報
」、「
自
分
が
健

康
で
あ
っ
て
こ
そ
最
善
の
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
」「
人
員
不
足
を

オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
で
補
う
悪
循

環
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
を
窓
口
に
し
て
情
報

を
寄
せ
、
日
本
で
も
批
准
の
運

動
を
」
と
発
言
。
日
本
の
現
状

と
条
約
批
准
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
懇
談
し
、
今
後
の

継
続
し
た
取
り
組
み
の
第
一
歩

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

クリスチャン・
ヴィスコー氏

日本でも看護職員条約の
　　　　　批准の運動を！！ILO・欧州視察

岩
手
医
労
連
五
十
嵐
書
記
長
と

○
○
○
○
中
執（
右
）

Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
の
前
で
視
察
団
の

み
ん
な
と

　フランスでは、CGT
本部及び病院労組と懇
談、サルペトリエール
病院（パリ市内でも最大
規模の病院）を視察しま
した。欧州でも新自由
主義による賃下げ、非

正規雇用の増大、社会保障の切り下げ等、
国民犠牲の攻撃がかけられており、国際連
帯とともに、人頼みでない自国の運動強化
が必要だと実感した訪問となりました。

CGT本部訪問と
 病院視察　　in パリ

ナタリーCGT医療社会
保障行動書記長

サルペトリエール病院の
組合員。後ろの建物が
病院（一部）

ガラス張りの
CGT本部
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５
月
31
日
か
ら
６
月
１
日
の

二
日
間
、
つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ

ル
紫
苑
」
で
、
日
本
医
労
連
東

北
地
方
協
第
６
回
女
性
学
習
交

流
集
会
が
開
催
さ
れ
、
全
体
で

１
４
０
名
、
県
医
労
か
ら
は
６

支
部
・
本
部
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、
復
元
納
棺
師
・

笹
原
留
似
子
さ
ん
が
「
い
の
ち
輝

く
と
き
〜
東
日
本
大
震
災
の
活

動
を
通
し
て
〜
」と
題
し
て
講
演
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
最
期
の
笑

顔
」
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
、「
子
ど

も
夢
ハ
ウ
ス
お
お
つ
ち
」
の
ビ
デ

オ
は
涙
な
く
し
て
観
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

夜
は
、
さ
ん
さ
踊
り
で

歓
迎
し
、
楽
し
く
交
流
。

翌
日
は
、
手
づ
く
り
村
で

藍
染
体
験
や
冷
麺
作
り
、

小
岩
井
農
場
め
ぐ
り
バ
ス

ツ
ア
ー
、
も
り
お
か
歴
史

散
策
に
わ
か
れ
、
初
夏
の

岩
手
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　震災直後、安置所で初めて目にした３歳く
らいの身元不明の女児の遺体。その女児を元
に戻すことができなかった思いが笹原さんを

復元納棺師として被災地
を走らせました。今は、
学校の授業でも「生」
と「死」はセットで
あること、目の前の
人、自分も生きてい
ることを意識してほ
しいと子どもたちに話
しています。

「死」から「生」を考える
記念講演  復元納棺師  笹原留似子さん

日本医労連東北地方協第６回女性学習交流会 in 岩手

夕食交流会はさんさ踊りで歓迎＝ホテル紫苑

交流集会に参加した福島のみなさん

２
日
目
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
＝

手
づ
く
り
村
で
冷
麺
作
り

２
日
目
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー

ス
＝
小
岩
井
農
場
バ
ス
ツ

ア
ー
。
姉
っ
こ
姿
の
ガ
イ
ド
さ

ん
と
日
本
最
古
の
サ
イ
ロ
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岩
手
医
労
連
青
年
部

　

プ
レ
ア
ク
ト
い
わ
て
in
八
幡
平

　

５
月
23
日
〜
24

日
に
か
け
て
岩
手

医
労
連
青
年
部
主

催
の
プ
レ
ア
ク
ト

い
わ
て
in
雫
石
が

開
催
さ
れ
、
北
上

済
生
会
病
院
労
組
、

盛
岡
日
赤
病
院
労
組
な
ど
７
単

組
か
ら
17
名
の
青
年
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
盛
岡
市
内
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
場「
マ
ッ
ハ
ラ
ン
ド
」

に
集
合
し
、
４
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
対
戦
し
、
軽
く
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
は
、
Ｂ

Ｂ
Ｑ
の
買
い
出
し
班
と
会
場
設

営
班
に
分
か
れ
、
岩
手
山
焼
走

り
国
際
交
流
村
へ
移
動
し
、
夕

食
の
準
備
へ
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
一
人
ず
つ

自
己
紹
介
を
し
、
○
○
○
○
青

年
部
長（
一
関
病
院
労
組
）か

ら
、
８
月
に
開
催
さ
れ
る
「
み

ち
の
く
ア
ク
ト
」
成
功
に
向
け

て
、
参
加
の
呼
び
か
け
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

他
に
利
用
客
が
な
く
、
貸
し

切
り
状
態
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
余
興
や
罰
ゲ
ー
ム
な
ど
大

は
し
ゃ
ぎ
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
夕
食
交
流
会
の
締
め
く
く

り
は
、
ひ
と
足
早
い
夏
の
風
物

詩
、
花
火
も
。

　

翌
日
は
、
焼
走
り
溶
岩
流
を

散
策
し
、
美
し
い
岩
手
山
を
満

喫
し
ま
し
た
。

スポーツの後のビールは最高です！



8

　

梅
雨
の
時
季
に
な
り
ま
し

た
。
大
人
は
う
っ
と
う
し
さ
ば

か
り
感
じ
ま
す
が
、
庭
の
小
さ

な
畑
の
野
菜
は
一
気
に
伸
び

ま
し
た
。
子
供
達
も
カ
サ
を

さ
し
、
長
靴
を
履
い
て
は
し
ゃ

い
で
い
ま
す
。
き
ゅ
う
り
大

好
き
な
子
供
は
、
毎
日
き
ゅ

う
り
の
観
察
に
い
そ
し
ん
で

い
ま
す
。

大
東
支
部　

さ
く
ら
そ
う

　

　

　

私
の
病
棟
で
は
前
の
師
長

が
残
業
を
認
め
な
い
人
だ
っ

た
名
残
り
な
の
か
、
日
勤
で

超
勤
を
書
く
人
が
い
ま
せ
ん
。

皆
、
朝
は
７
時
半
か
ら
、
夕

は
19
時
過
ぎ
、
遅
い
と
21
時
。

ナ
ゼ
書
い
て
く
れ
な
い
の
??

書
き
づ
ら
く
て
サ
ー
ビ
ス
し

て
ま
す
。中

央
支
部　

匿
名
希
望

　

　

　

６
月
号
に
中
村
さ
ん
の
産
休

体
験
記
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と

は
、
育
休
を
と
っ
た
こ
と
の
あ

　

５
、６
月
と
”緊

急
“
県
民
集
会
の

多
い
こ
と
に
驚
い

て
い
る
の
は
、
私

だ
け
で
は
な
い
は

ず
だ
。
そ
れ
だ
け

全
国
で
、
危
機
感

を
持
っ
て
集
ま
り
、

話
し
合
い
、
声
を

上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
▼

集
団
的
自
衛
権
行
使
に
つ
い
て

の
憲
法
解
釈
一
つ
を
と
っ
て
み

て
も
、
憲
法
は
、
権
力
者
に
都

合
良
く
悪
用
さ
れ
て
い
く
も
の

な
の
か
と
考
え
て
し
ま
う
。
そ

ん
な
こ
と
で
は
、
い
け
な
い
は

ず
だ
。
日
本
が
、
戦
争
を
放
棄

し
て
き
た
歴
史
を
変
え
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
戦
争
が
い
か

に
国
民
を
踏
み
に
じ
る
行
為
か
、

こ
の
国
は
知
っ
て
い
る
は
ず
な

の
に
。
憲
法
は
、
国
民
の
権
利

で
、
国
が
守
る
べ
き
も
の
で
あ

る
は
ず
▼「
医
療
・
介
護
総
合
法

案
」
が
具
体
化
さ
れ
、
社
会
保

障
の
切
り
捨
て
が
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
先
日
の
社
会
保

障
学
習
会
で
は
、「
自
助
」
の
名

５
月
号
パ
ズ
ル

５
月
号
パ
ズ
ル

　

5
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
20
名
の
応

募
が
あ
り
、
19
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
5
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ま
ん
ぼ
う
、
匿
名
希
望（
以

上
、中
央
支
部
）、ひ
ま
わ
り（
遠

野
支
部
）、
ベ
ガ（
磐
井
支
部
）、

よ
っ
ち
マ
マ
、
さ
く
ら
ゆ
り（
以

上
、大
東
支
部
）、○
○
○
○
○
、

ふ
ー
さ
ん（
釜
石
支
部
）、
夢
見

る
お
ば
ち
ゃ
ん
、
今
年
も
嵐
命

（
宮
古
支
部
）

る
女
性
は
少
な
か
ら
ず
感
じ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
男
性
陣

と
し
て
の
貴
重
な
意
見
と
し

て
、
も
っ
と
重
要
視
し
て
欲
し

い
で
す
。
制
度
改
革
期
待
し
ま

す
!!
中
村
さ
ん
の
イ
ク
メ
ン
ぶ

り
、
脱
帽
で
し
た
。
ほ
ほ
え
ま

し
か
っ
た
で
す
。

大
船
渡
支
部　

ガ
ン
ラ
イ
ザ
ー

　

　

　

私
は
今
年
で
30
歳
と
な
り
青

年
部
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。

若
い
後
輩
た
ち
に
は
仕
事
の
他

に
も
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
欲
し
い
で
す
。

　

県
医
労
本
部
も
何
か
と
大
変

か
と
思
い
ま
す
が
、
応
援
し
て

い
ま
す
。

南
光
支
部　

魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ

　

　

　

先
日
、
家
族
で
野
外
フ
ェ
ス

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
夜
は
寒

く
て
熟
睡
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
お
目
当
て
の
バ
ン
ド
で
は

子
ど
も
も
大
興
奮
で
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

本
庁
支
部　

カ
ン
ジ
ュ
ー
ロ
ー

　

　

　

４
月
に
中
央
病
院
に
転
勤
し

た
後
輩
も「
ま
ち
が
い
は
７
つ
」

や
っ
て
る
か
な
〜
♡

久
慈
支
部　

ぽ
っ
く
ん

の
下
に
社
会
保
障
制
度
の
「
改

革
」
が
行
わ
れ
、「
国
民
の
健
康

寿
命
が
延
伸
す
る
社
会
」
と
題

し
た
施
策
を
進
め
、「
２
０
２
５

年
度
ま
で
に
医
療
費
・
介
護
費

を
５
兆
円
規
模
で
抑
制
」
す
る

こ
と
を
厚
生
労
働
省
が
目
ざ
す

と
い
う
事
を
知
っ
た
。「
健
康
づ

く
り
」
と
「
長
寿
」「
疾
病
予
防
」

を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
は
自
己

責
任
で
、
健
康
管
理
を
し
な
い

人
に
は
、
ペ
ナ
ル
テ
イ
が
課
せ

ら
れ
る
の
は
当
然
と
い
う
こ
と

ら
し
い
。
疾
病
の
種
類
で
自
己

負
担
割
合
を
変
え
、
風
邪
な
ど

を
「
軽
い
」
病
気
だ
と
し
て
７

割
負
担
と
す
る
等
、
私
た
ち
の

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
社
会
保

障
の
給
付
が
減
ら
さ
れ
、
負
担

だ
け
が
増
え
て
い
く
仕
組
み
が
、

着
々
と
形
づ
く
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
▼「
高
齢
者
の
増
加
に
伴

う
医
療
ニ
ー
ズ
の
拡
大
に
は
、

病
床
を
増
や
す
こ
と
な
く
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
国

民
会
議
で
の
議
論
に
は
、
怒
り

さ
え
覚
え
る
。
今
こ
そ
、
組
合

に
結
集
し
て
闘
お
う
。　
　
（
ち
）



女性部企画バスツアー

定員（40名）になり次第、しめ切ります！

大曲花火大会

8月23日㈯8月23日㈯
13時30分  盛岡駅西口出発

７月の予定
４日（金）～５日（土）

 女性部定期大会（ホテル紫苑）

５日（土） さようなら原発岩手県集会（教育会館）

５日（土）～６日（日）

 いわて機関紙セミナー（鶯宿温泉）

12日（土）～13日（日） 

 岩手医労連医療研究集会（ホテル千秋閣）

19日（土） 支部長会議（県民会館）

26日（土）～27日（日） 

 青年部定期大会（ホテル志戸平）

８月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

７
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

２日（土）～３日（日）

 第60回日本母親大会 in 神奈川（横浜市）

６日（水）～10日（日） 

 岩手平和美術展（マリオス）

20日（水） 支部長会議（水産会館）

23日（土）～24日（日） 

 県医労女性部バスツアー（秋田県・大曲）

29日（金）～31日（日） 

 みちのくアクト in 山形

30日（土）～31日（日） 

 岩手医労連定期大会

 （30日㈯夜に岩手医労連60周年レセプション）


